
第 二 陶 版 説 明

キアシア 1)ガ タパ テ

AllepyrlSmicroneurusKifFel･.

1.成魚(舵).

2.柿酢直後の｢ヒメマルかンヲブシムシJ劾鼻を腹両より見る.

3.産卵個所の毛を抜き取られたrヒメマルがソヲブシムシ｣劫轟.
$

4 ｢ヒメマルカツヲブシムシ｣幼親の膜面に,産卵 しつつある雌蜂.

5.丁 ヒメマルカツヲブシムシ｣幼魚の腹面に,産附された卵｢3個｣.

6.卵酎ヒ間もなき峰劾妄執~21生し

7.峰幼鹿の捉らに成長せるもq)｢31匹｣,

8.蜂劾感が簸育して)紡錘状を星せるもの.

9･峰幼顔の老鰍放きもの･

(凡べて廓大)
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第 三 圃 版 証 明

キアシア ブガタ)ヾ チ

AllepyrismjcroneuTuSKiFEer.

I.峰幼熟が,寄主｢ヒメマ)13かソヲブシムシJ幼鼻より,除離 した跡に壊

されし穴(3個).

2.老熟せる蜂幼鼻が,寄主｢~ヒメマルがソヲブシムシ｣劫轟より,脱離直

後'0)もの.

3. 輝動線が,寄主｢ヒメマルカツヲブシムシ｣幼魚姥死膿の側蓮に,糸を

吐き,皆繭 しつつある状況.

4.同僚繭完了せるもの.

5.寄主｢ヒメマルカツヲブシムシ｣幼魚より,正に挽難せんとする嘩幼魚

と,多数潜まれた峰の繭.

6.畢洞に蓮 られ1=峰繭.

7,前桶時代.

8.時の晒.

(凡べて廓大〕
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羊毛重要奮虚｢ヒノマルカツヲブシムシ｣

の天敵｢キアシアリガタパテ｣は就きて

第 一 報

清作田山

緒 言

支部事襲前まで,日本内地でlヶ年に淘費せられた尊宅臥 約2倍対座と云ふ､莫大な数早

を示して居るが､それに反し､常時我が内地でlヶ年に生産された尊宅は､僅かに35稀封虞と

云ふ､比較にならぬ少畳に過ぎなかった｡従って､之等尊宅の大部分が､外囲からの輸入に仰

いで居たことは嘗ふまでもなく､英数字の差額が､あま七日こも大であることを､考へさせられ

ると共に､尊宅や之等の製品を,大切にしなければならぬ理由が､極めて明白となる｡

尊宅加賓の衆も主要な役割は､零轟が捧ぬみ､日本内地に於て､ ′1ヶ年に尊宅や之等の製品

が､宰鹿のために蝕客される損寄額は､勿論轟肇帝の数字ではあるが､塵く円輪に見穣って､

常時の御金にして､原型こ対して500蒔臥 毛織物製品に対して1000緯軌 を超へると育ほれ

て居た｡

尊宅並びに之等類似晶を､加害する宰息の種類は,余の今日までの調査では､日本円地だけ'

で､約30種を数へることがtLS乗る｡此中で境も酷 く宰するの披,4-5種類に過ぎないが,其rP

でも､僻に加尊を逸しくし､尊宅寄虚の代表者とも種へられて居るのは､｢ヒメマルカツヲブシ

Aシ｣の幼鹿で爵る.

而して､之等尊宅督鹿の防除法としては､宅組物被服親の手入れ止か､防盛期を秋かさない
一.I

ようにして置くなどの､-て舷的注意の外に､防虫加工､:.ll,:ぴに､低温防除､執 二関しても､そメ

れぞれ研究を進められて居るが､尊宅寄歳防除淡としての､天敵利用に紺する封第に就きては,

未だ報骨せられたものを知らないO『他の幾作物や,英樹寄畠､等に封しては､世界各観共に.

寛大な費用を投じて､之が研究の上､其成果を轟けつ あゝるが』｡

此時に常匂､偶 ,々昭和12年夏の始め､飼育中の｢ヒメマルがyヲブシAシ｣勃由が､寄生蜂

のために光されて居るのを菓見し,採集の上､之が飼育を試みたるがヾ揮集した個膿敗が少な

かつ1=のと､事敬のために,轡演飼育観察することが､肘来なくて終ったO蘭寒､此蜂の球鍵

に浜憩を沸ひ釆わし虞､昭和15年ⅩⅠ月15日に到れ 飼育中の多数の｢ヒメマルカツヲブシムか｣

界 ⅠⅠ,11Ⅰ囲版参鳳 l



負

劾鹿が､此寄生蜂のた削こ､紫されて居るのを見付け､之を英傑 採々集の上,今昭和17年ⅤⅠ王Ⅰ

月に到るまで､足掛3年に宜q)､軽焼飼育観察をなし､其生活史の大嬰を知ることが出来たの

と,尊宅殺琵賓客親たる｢ヒメマルカツヲブシムシ｣幼曲防除に射し､之が利用慣値の極めて大

であることを､認むることが出来たので､此魔に､其概要を纏め,第一一報として報骨すること

しゝた｡

本文春草するに常わ､助雷を脇はむし,寒川博士に深謝の意を衣すると共に,種名の同定及

び文献に助力せられたる岩田久二鮮氏と､本研究調査に終始助力せられたる谷口久代氏に厚く
㌔

感謝の意を鼓す0倍は叉､.東園に就き助力せられたる稔尾煎四郎､中山清の両氏,並びに､̀田

中啓子.小山英子,両氏の助力を得たること多し,此魔に記して謝意を表す｡

分類挙上の地位と其名桁

断層 膜週目 Hymenobtera が

細腰亜目 Apocrita.

r77)ガタパテ｣料(ムナポリパチ科)Bethylidae.

｢ヤマダ77)ガタバチ_匿科(岩田新種)Sclerodel･m-mac.

畢名 AllepyrismicroneurusKifFer(1906)､

和名 ｢キアシ71)ガタパチ｣

甘鼎に知 られて居る､｢71)ガタバチ｣科 Bethy】idaeに巌する種類で､其生活史が､.比頓的

詳細に､開明せられたのは､若し､本報史を以て､其最初であるとは､岩田久二推氏の言であ

ると共に､余も叉.燕､風考する虚である｡

而して､此種が所属する,並料 ｢Scleroderminae｣ の和名は､未だ之無ため,此種生活史開
私

明の記念として､｢ヤマグア1)ガタバチ｣重圧料と呼栴することにしたいと云ふ､岩田氏 (迫て畿

衣)の塊唱に従ふこと しゝた.,何は叉､本種の和名に就きては､先に､岩田氏が聾乗せられし

記載(7)に於て､傾稗｢キアシア･)ガタパテ｣と名附けられて居るのが.余も叉∴最も常を得て

居ると思ふので,今後此種の和名は､之を用ゆることにしたいと恩ふo

｢アリガタパテ｣科の概説

｢アl)ガタバチ｣科は､斯道の大家 L Berland氏､｢FalmedeFlance｣に依ると､伸餅 酉産

のものでは､寒の.5産科に分類されて居る｡即ち､
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1･Bethylinae｢71)ガタバチ｣宜庄和(ムナポソバチ｣立科)､

2.Pristocerinae.避料､

3･Mesitinae･茄料､.

4.Epyrinae,蕊科､

5.Scleroderminae.｢ヤマグ71)ガタバチ｣互挿し

以上5去宜科の中､其生態が断片的ではあるが､知 られて居るのは､FヂI)ガタバチ｣玉砕トで4

種､Pristocerinae五巨科で3種｢ヤマグ71)ガタバチ_価科で15種､あるが､Mesitinae成秤と､

Epyrinae避科のものは､重く知られて居ない｡｢FaunedeFrance｣は､価蘭四度の材料のみ

によったのであるが､此甑がよく研究されて居る米桓乳 糖に｢-ワイ｣に於けるものや,其他世

界各地のものを見るに､rアリガタバチ｣料に属する蜂は､凡べて､鞘麹Ef(甲題目)Coleoptera､

か､隣物日Lepidoptrea.類の勃盛を､獲物として層bo之に就き､岩田氏 (6)に依れば､

『牌趨日朝鹿を狩るもの.

Epyris(ゴミムシグマシ科)､Cepllalonomia(主に､マルキノコAシ科､コシンクイLZlシ科､
弓

シバンムシ科)､Parascheroderma(ヵッコウヰシ料),Scleroderma(カミキリヰシ軌 コシ

ソタイムシ科､シバyAシ科､アメザウム･yL科)､Pristocera(コメッキふシ軒)･Laelius(V
=

ルキノコネシ科､カツヲブシムシ科､シバ -/ムシ料),ApeneSia(ザサムシ料)､AlIepyris

(カツヲブシムシ科)a

縄 目幼轟を狩るもの,

Bethylus(コクガ科､-マキガ科)､ Holepyris(〆イガ臥 コクガ上村).rSclerPderma/

(コクガ上科)､ Pel･isierola(ノ､マキガ料)､ Parasiel･Ola(バクガ科､ .3,ヤクトリガ料),

Sierola(メイガ科､コクガ料),Goniozus(メイガ料､-マキガ科),Batl･aChedra(-マキガI

科､』

上述の如く､｢アリガタバチ｣料に巌する蜂は､種麹乱 及び､隣竣日東の動感を､相常贋範

軌こ亙って､獲物とすることが､痩めて明瞭である｡

而して､㌢･碓私 此類に就き､境もよく知られて居る､米観に教て､挙毛寄銀以外の啓鹿に射

してi･ほあるが､天敵と圭丁､渚眼せられた種類臥 Cephalonomi ,Scleroderma,iaelius

Sielora.等の属で､何れも､rヤマグア1)ガタパテ｣並科 Sclerodermhae,に風するものである｡

革に発隅せられか けで,其成果を拳伊るまでには,研究が進められて居ないoA･頗 轡 鞠が

随分多いらしく､F.X.WiHiamsl.｢1931｣によると.｢-ワイ｣群島だけでも,Sierola･属に入
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るものが､優に200粒はあると､膏ほれて慮るのであるから､他の巌に赦ても細菌多くの鰯

が含まれて居るものと推測されるO而して叉､此類に就き敢もよく調査されて居ると云ふ ｢-

ワイ｣でさへ 今まだ分類をやって居る程度で､此頬の尾島に就き,其生態を詳紬 こ調べたも

のは､殆んど無いと育ってよいのである｡

I,C,Bridwbuは(1)｢71)ガタバチ｣科を弓削生上から攻の3群に分けて居る｡

1.Epyris-group (Epyrinae選科｢Epyris,HolepyriS｣等)､

成畠は獲物の髄液と同株に､砂糖水､悉をも吸放すO獲物の上に唯 1卵を産下するのみ､

獲物を動かす｡

2.Goniozuかgl･OuP(Bethy】inae並科 ｢Goniozus,Pel･isierola,Sierola,Laelius.｣等､成盛は

砂糖水､蜜を吸ふ,獲物を動かさず､其刺した場所で､其上に数卵を産下すや0
港

3.Scleroderma-grollp(Scleroderminae菰科｢Scleroderma,Ccphalonomia･｣等)､成魚は砂

糖水､蜜を吸放ず,獲物の醍液を吸ふのみ､獲物を動かさず,其まーゝの位置で数卵を産附

す｡

興味を引く記事ではあるが､革に成轟の野性のみに就いて あゞると

佃は叉､｢ヤマグ71)ガタバチ｣-IgE科に所属する､恩の習性を記るせば､

a.Auepyris.rキアシアlJガタバチ｣の成魚が､rヒメマルカツヲブシムシ｣勃轟を獲物とす

る､蜂成虫の習性の一一滴はて知られて居るのみo

b.LaelilユS.凡べて鞘題目幼魚を獲物とする｡ (I.aeliusanthrenivorusTrani.紘,歓洲では

Anthrenusm巳scorum.の幼畠を､獲物とすることが知 られて居る)0 秒

C.Scleroderrna.多くは鞘竣目幼鳥を獲物とすれども､中には隣題目の勃鹿を狩るものもあ

る｡

d.Parasclerodcrma.報題目の勤勉のみを狩る｡

e.Cephalonomia.鞘週日の勃親を狩る.

i Ateleopterus.鞘耀目の勃歳を狩る｡

以上の如く,｢キアシアリガタパテ｣東和に入る6巌0)中､獲物の判明せるもので榛,抑麹日

勤轟を狩る種類が､其大部分を占めて居ることは､注意すべき革質であると共に､隣麹日朝鹿

を獲物とするものは､極めて少ない揮発酎二限られて居ることを知るO而して､rキアシ71)ガタ

バチ｣の生態に闘しては､岩田氏が､此種成鳥の習性の一部を観察した､報文 (7)以外他に記

載されたものなく､叉､此笹が,｢ヒメマルカツヲブシムシ｣勃轟の､寄生蜂であることに就き



5

ては.余が､昭和12年｢1937｣の夏の始め､蔑見観察するまでは､金目tr:に知 られて居なかった

のである｡ ､

分 布

余が知れる此笹の分布地域は､日本では本州 ｢京都､大阪｣外囲では歓洲-帯だけであるO

個健が小さいた削こ､調査が行傾いて居ないのであるが､周l常庶い地域に覚って､分布せるも

のと考察する｡

形 態

成 盛

重機光輝ある黒色を星すれども､複眼は暗褐色､開角は基部の25:L員節だけ滞褐色で､第3環

薗以下末節まで娃衣鴇色を具して居るo麺は透明で銅毛を有し､麹駅は淡褐色.脚は3封共に
物 ■

黄褐色であるが､基節は光輝ある黒色を鼻して居るO腹部の柄節は細 く､腹部末節は尖り.樵

の腹部埠其大き､胸部の約二分の--1弱であるが､雌の腹部は､雛のよ43造かに大きい.機長樵

2.3｢ミ1)メー トル｣､雌3.｢ミ1)メー トル｣内外｡
l

卯

長稽固形で､殆んど無色に近い淡白色を星し､光輝ある年透甲であるが､光線の反射によづ

ては,多少淡黄色を鞘びて居るが如 く兄へることもあるO卵の長さ0.3｢ミ1)メー トル｣内外O
i

卵は卵釘ヒ期に近づくや､其長さ幅共に親分肥大し､頻に其前哨､即ち､寄虫の醒軸に射して,

後方に常る部分が､僅かではあるが､他の部分よりも､稽 滋太さを増す､此は生態畠勺に,注意

すべき素質であると考へる｡岩田久二旋氏の此経卵に関する記戟〔7)申､『卵は----腹面に向

って轡曲し』とあるは､酵化直後の勃鼻を敦課されたものと考-る'O

幼 鹿

｢弟Ⅰ齢｣ 酵化問のなき幼魚は､機長0.6｢ミ1)メ丁 トル｣前後､重機光輝ある淡賛白色で､

頭部は極めて小さく､胴部の前職前的下ry障れて､背上より之を見ることが川釆ないO胴部拭

圃筒形で,腹画に向って多少轡曲し､ ‥之を側面よむ見るとき妹､補 々曲玉状を星して居る,胴

部各瑛節の接線は､幽かに見ることが出札 第 1齢の終り近く.に到れば､胴部は著しく肥大し帝
て,圃筒形の袋状を量するに到り,鰐 1.2｢ミ1)メ- HL,J内外に連すO
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｢卿 1齢｣ 垂潤光輝ある紫色を星し､頭部は小さく､胴部は帝しく肥大して､全形紡感状を

鼻するに劉む､節Ⅰ齢時代とは其形態重く典なる｡而して､紡塵の膨らみ0)中心は､腹部の中

央よ )̀も少しく後方に僻む､腹部敢後の摸馳ま､突起状を畏するに到り.該郡は透明であるO

催涙3.rミリメ-l､ル｣内外O

前 踊 潔

老熟せる勃卿 ま皆継完了後､間もなく挽皮を行なふ,挽皮を終った幼曲は､垂惜著しく紬型

となり,健毘又紳小し,頭部細長となIo､胴部に於ては胸腺の慣別極めて明瞭となる｡此時代

別殿に｢前賄｣と名づけて置く｡ ゝ

前櫓は仝膿光輝ある淡黄白色なれども.溺郡と腹部末端節の色動 ま極めて淡く隼澄切である.

頭部は小さ(て長く,胴部は13頭部よ<)成句､胸部各ま誤解の損線は種々明瞭を紋けども､腹部

各班節の接線姓極めて明瞭である｡而して､胸部第1肇櫛娃其幅頭部より少しく扱く,腹部3i

4,5､の3環節は胴酷中英幅散も掘し､腹部末端節は極めて小さく攻趣状を星するo酷長'2･r嘉

1)メートル｣内外｡

捕.

金閣光輝ある淡紫絶 なれFも,羽化鋸 近づくや凋 限暗色を帯び､次郎 壷 色を呈上

更に其磯慶を増して黒色を星するに到るo新の如 くして複眼の襲色終れば､頭部累色とな(P､

攻で胸部黒色に化し,暫 らく置いて腹部黒色となる.而して､開胸腹の照男随 健が黒色に襲化
I

i/准るや､開角と脚が暗色を背ぶるに到る,複眼が襲色し始めてから､金牌が完全に曙漁色に

肇り終るまでの期間杜,略は･3日間前後であるo補角､超.脚､の各部分は牌脳から遊離 して

居るO惟長 1.5｢ミ1)メートル｣内外O

●繭 .

長持固形で､鮮やかな白色であるが､繭の-堀は必らサ仙埴よむ幾分細まって屠るO繭が単

洞に簿まれてある場合には､其形もも盤って居るが､通常寄主鹿機の側連に､2乃至3個相模解

して､常よれて居るために､其形もの塾のったものは少ない｡蘭の大別ま､据巨の方が､樵より

犬きいが22個の繭に就き､其長さを計って見た魔､敢短が 2.3rミ1)メ-トル｣､救民が3.3｢ミ

1)メ-トル｣で,平均2.85｢ミl)メ-HL,｣強となるO
義

′ 綬ゝ 過
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｢キ ア ジ ア ヅ ガ タ }ヾ チ｣

(昭 和 ユ5年 五 月 乃

紀 錬

卵嚢数 擬 甲 粒 数 ･- 開始 一触 準離 ･静盆期間

8:畷桝と湊 昭和16年 oi:lilTl請.I/ 昭和16年 .昭和1瑞年 .,

〟Ⅶ∴ー1 描 線 ･_o_ヰ連 濁i// I/~官Bi.T}/JZ /)■野粧._7//}/ 0-.美∴_望 J'j∴

-i -.3:i7_:3/由3..〟 覗.5

僚考 此記線紋,畷糾 5年澄Bll)打凍免飼育せる幼魚よ怒､喝帝ユ8年ⅦB望遠

羽･化したBは同11-=1Ⅷ月20日(薄命口髭Ip,LT)に粒亨EL､ 中は同年相月:ち



指

＼
節 Ⅰ他 期 飼 育 酢 過 記 録

重 岡 16年 正 月 調 査)

節 Ⅰ表

:欝漸開始 蘭 完 成 鮮 執 胡 イヒ 断完成よヒ 悼 成盛盤死期日と其寿命日数 Ⅰ世代に要其 他

期 日 期 .Er 期 間 期 日 り御イまでの期間 したる日数

､~m.6 tp'1g.7 7(.i- Ⅸ..i-.._..--- -..2Eー

〟 + /) 1 〝 // 26// /) // 6--.,..-.L.....L4〝 37//

.// // 1.日 一ケ SlFf 8 一ク J11日t7Jは.7 で肝.8､ Ⅸ.R, Ⅸ.10.-,.- ..-.....叩

.// I/ I //; J') 4 37// 〟. I/ 9 ........t..∴.--.5// 39//

I/ // 1[ー ′′ 21'J日 8 .〟 ･q吋叩. 8 恥 .9 政一チ E.9..--...- -丁...5日

/J I/ 1 // /) 4 ?6// 〟 J') 6.---..--...2,,/ 36〝

I/ .. I,) .1日 ･〟 95日 8 J'} 35日 .
･Ⅵ虻.~7 ･ V肝.8 ･E.9 瓦■5十-●T.- .-L3Er
// // 1/) /) 9 95// /) /) 6.-- :...--..4// 36JI

牲 7 - 印.8 耽.チ 混.10 ..-.....r'.......叩

･Ⅷ,9. VlFf.10 Ⅸ∴6 ･RJl0...1..I...--:...4日

(? -.〟 ･.e~1J'7 .. 臥 1 27)/ . 〟 /7 9,.- i.叫-- ∴tq// 如 ク...

日卿 ヒ交尾 して､産卵掛 ヒ教育せ るものの終過であって,Ⅶ月24日に

日1(帝命日教1叩 )鉱死した｡
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｢キ ア ジ ア リ ガ タ ノや チ｣
(昭 和 16年鑑 月 乃ゝ′Å
記 録

E.弓BG讐I//状.7-即事I/ Ⅸ.9-9時′ク (Klb｢ユ0時 2匹E.1王i-lo侍一// ･'7 2日.28時

Q昭利16年Ⅸ 月･警苫16時 // . U,I. ･一ケ 〟

-// ●ケ ク /I

a.9壬等讐 Ⅸ.ユ3-叩時 転 9時 .2拓状.1日- 9時

正木壬譜// E.ユ6-9時一ク 乃至4日19時α.18- 9-// 4ノア:ヒ･iEr19時
/r ′ク 5日 .5J./

K.鴎 讐′ 鑑.17T10時′ 乃室4日20時軋 9車′ ･甘.93-訓曝 .′.

.7E.14ド- rlL"/ 吃.諾妄轡 3// 23日lC'時+:け茸4Er16時 ′(隼 空 ･.ソ9四E.. 5 自 - .

1ーーヽ J E.叩｢-9,/計97粒平均 .9.70粒 ヨ0- 9時 5//-/

備考 此配線は鰐Ⅰイヒ期飼育の中より､昭和16年鑑 月号打に調化したSと同Ⅸ月1
た合は同年Ⅸ 月7日(静命 日数柑 )に兜和 し､ 早は同句堀 月1紺 (薄命 El歎



欝南関始 鮪 完 成､ 僚 淑 三羽 イヒ 繭完成よ 悼 成漁獲死期口と非静 1世代に賓 壬i:L 仙

昭和16,61三 昭和1f均-i 昭和17年 315EHi)別時 8 昭利17年■ 824日10時 昭和16年i.7番病死〟旺‥8

臥 ll- 9時鑑.19∵10時 1日1時 Ⅶ..15-9時 Ⅷ.97-9時..-.- -.-2日

/7-.}/ //,- ./7 /J J/ ･′′一一// 315/}93J/9I,N,ユ- 9/) ∴-.--....7/) 824//19//

/7 ･〃 〟 308日ヨ三一時 8 ノリ . 317日92時

/)- /) /I- I/ 1// Ⅷ.'1;5- /) 料 .LJJ'1:r3// 早孤.-1-9//--L,.--7// 393//99/I

･/) 一一一/) 〟.-.〟 1〟 I/一一 I/ 314//23/)//// rJ-9/)....州 .--.7// 323/79qJJ

/I 〟 . I/ fiOO日 早 /) 31Lq日17時lX.14-lo侍鑑,lt,3- 9時 ･ヨ3時 Ⅶ..31-帥昏 価.27-1.i時-.--GET6時

/) JJ . 1仁一 〟 310日 // 310日17時

..// /) 1日. // 805日.8時 ∂ 一ク 315日23時JE.18-_9時鑑.19十 9時 Ⅷ.91-17時 Ⅵト93∴-1到酔......1Eー19時

..I,I- /) ク ー- .ケ 1// ･,.//一一.-)/305//8/)?Ⅶ.93- 9//-.-Lq/)16//.315//93/)

/I- /// ･/J一- I/ 1〝 ･//一一一//三言05/78)//)孤.p牟- 9//-..1.1JJ16/) 315//23//

/′.. rJ ,1日 〟 307日 8. 〟 317日16時a.叩- 9噂 耽.99- 棚番 価.94-9時 Ⅷ.2畠-如時--1日11時

鑑一別十 9時E..25-- f7時 Ⅷ.21丁-9辱 Ⅶ,95-90掛 .-..岬 11時

Ⅸ一弘- 9時茨.26- 9時 Ⅶ.lR-19時 Ⅶ.飢- 0時-.-.9日1.i時

日に羽イヒした学が､交尾匪卵僻化後宮せるものの経過であって､E月旦日y{L_化羽し
18日)に賭死した｡

r



ユ1

｢キア シ′ア リガタノヾ チ｣成鹿 ?1匹 の交 尾前後 に於 け る､

rヒメマル カ ツ ヲブ シム シ｣幼亜麻 酔数 日 網す る記録

(昭和1叫:一川f月乃至Ffjは月調査)

記 錬 罪 Ⅰtt衷

羽 化 交 尾 供鮮魚rヒメマJt,カ交尾.州ヱヱヱヱ土主よ遡垂 締醐ihET 麻酔曲数 癖酵蕗兜死期F_T醸酔線虫存期 間否麻酔換 散
期 .日 期 F:I前場 辞蔑俳号拭E1時 俳訳曲数

令昭和1G年鑑月9日//昭和1(;年 昭和1岬 -I 5四小計 _flTlt; 相和16年-ド小計-相 ,晦和16年 10日4時17//93/) 享~-o小首rO餌 纏& 珊.2R-9時/ 一ケ @ 享;;芸.'1:tT:F,;

S≧昭和ユ(_1'年相月望郎ーⅨ月9日上平 ＼＼＼ 3由月琴示計8性…. ドト小計声T匹

/)

交 尾前 t=於 け る｢キア シア ヅガ タ,ヾ チ｣91匹の､｢t=メマ

)V カ ツ ヲブ シムシ｣幼鹿駐 酔数 に関す る記錬

(昭和17年Ⅶ月乃至同和【月調査)

記 録 節 ⅠⅤ 衷

+オ弓 .佗期. 打 衣尾 侠前曲 ｢1ニメ.ヤ.,P ヲブシムツ｣.却レカ汀轟 麻酔知日...髄 . ∴.骨痛酔凝塊死期FT慧轡 串石森由良 .翠級節瑠 矧廊 切目∴解釈戯敬



1望

//

価.91- 14時
乃 三重
Ⅶ･29- 14時
/)

Ⅷ･2r･- 1J将
乃 重
臥.97- 111時

JJ

Ⅶ･91-14時
乃 三至
Ⅷ･22-1･1時

//
Ⅷ･26-14時
乃 至
Ⅷ.27-14時

〃
Ⅷ･428-14時
乃 至
Ⅶ･29- 9時〟Ⅶ.99-14時･Ⅷ莞｡_晶
〝Ⅶ,21-17時乃至Ⅶ122716時′/Ⅷ.92-17時乃至至Ⅷ･98-9時

//
Ⅷ･23-21時
乃 要
Ⅶ.94- 9時

/) ,

Ⅵr･25- 20時
乃 箕
Ⅶ .26- 9時
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/)Ⅷ.24-】0時乃至Ⅶ.94-14時/)Ⅷ･26-9時乃至Ⅷ,97-9時
/}Ⅷ･25-14時乃歪Ⅷ.26-9時l一ケⅧ.26-14時乃重価.27-14時
//

Ⅷ･28- 14時
乃 至
Ⅷ.29- 9時
//
lql.119-14時
乃 至
Ⅷ,30-12時

/)
Ⅷ,'35-20時
乃 重
価.13位･- 9時

//
Ⅷ.26- 9時
乃 至
Ⅷ..27- 'J時

/I
lⅡ.'28-14時
乃 室
Ⅷ.29- 9時

//佗.29-14時乃至Ⅷ.30-9時
//価,26-14時乃至Ⅷ.27-14時
か

価.'38-- 14時
フ:} 重

Ⅷ･29- 9時

SJ/
LJ=J/)小計lAllIl

5JJ

5/)

5//

小計
20四

喜ト

望 圭 芸 uq当量

- ≡ _ニ

宣監 護 i………1'9時
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交尾後に於ける ｢キアジアリガタノヾ チ｣ 91匹の､

噺 ｢ヒメ マJVカ ツ ヲブ シ ムシJ幼鹿麻酔数に関する記録

(l即 n17年Ⅶ月乃至剛皿月調査)

記 録 第 Ⅴ 表

∵ ;河 イヒ期 口交尾 俳鮮血 ｢1コメマJVカタヲブシ ムy｣幼蕗 痛酔期日 痛静曲数 醐 姐 御 哨 管 蒜否麻酔嵐 激* 爵試臥 準 期甲 .腰 慧



1tr:)
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嶋如 JE耶 IFi73見鵬か11卑V711月ニ_むし網 萄窒内J+渦 温度並二温度泉

軸7 上中下上す7 i+T 上+T 上す一皿 q J:ナ下 上す下.V 巧 1†下 上すー】1ヤT 上†ー 上や丁 J=ヤー 上ヤ† 上+～上十丁 上すFJや7 上げ･V河･1†ft よす下 1す下
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昭卸15年Ⅹ工月15日飼育中の多数の rヒメマルカツヲブシムシ｣劫畠が,此寄生蜂のために錐

され､勃轟雅死僻の側過に轡繭せるものを韓暮し,英傑々略は､曙窒同様の装碇を苑した,自然

粗度の蓋で飼育観察を試みた｡其経過は次の如くで､経過記録時問の表示は､便宜24時制を採

用したO佃は又､飼育期間中の粗度並びに源鹿家は､記録第ⅤⅠ家の通りである0

第 Ⅰ 化 期

上述の如く､昭和15年 ⅩI月15馴こ搾柴飼育せる繭から､成島が最初に羽化したの杜､梨昭

和16年VII月24日で,羽化した威轟の中で､交尾産卵した一組のものに就き､観察した記録の

大要杜攻の如 くである｡断ち､此組の雌が卵を凍み始めたのは､同年ⅤⅠⅠ月26日で,攻でⅤユ工月
〉

31日､披いてⅤⅠⅠⅠ月1日とⅤⅠⅠ工月4日の4回産卵し､産んだ卯の級数は18個で､此組の雌が1

寄生鹿骨削二産み付た卵の数は､何づれも2個であるo産み付た卵の中､贈化しないのが1佃､

髄 化後間もなく姥死したのが2四,磯宵を金ふしたの酎 5匹である.而して､之等の卵が掴化

して卿 ヒするまでの経過の概要は､琴Ⅰ化期飼育経過記録『記録第 I糞』に示した通りであるO

之に依ると､酵化した17掴′明rll期間の平均は3日,軋 峰幼鼻15匹の寄生期間の平均は雄2日7時,

雌4日9時､轡繭期間は雄雌共に略は･1日､蜂成免の薄命日数は､雄3日14時ご雌8日､倍はⅠ世
●

代に要した臥数の平均は､雄37日2那寺､雌44日12時となる0

第 工Ⅰ 化 謝

罪 Ⅰ化期飼育の中から､羽化した多数の戚鼻のFFrで,同16年ⅠⅩ月2日にオ那ヒした雄と､岡IX月

1日に網化した雌を一組として,之れが交尾毅即して脚化した蘭島を,飼育観察した記線の大軍

は攻の如 くである｡即ち､此組の雌が卵を産み始めたのはⅠⅩ月3日で､終わがⅠⅩ月14日､此

間に合計10回産卵し､産んだ卵の級数は27個で､醇化しないのが4個.押化して間もなく雅死

したのが1匹､畿青を垂ふしたのは22匹である｡而して､ 1寄主轟棺に蔑み付た卵の数の多い

のは, 4個~1例｣､少ないのは2個｢4例工 3佃が最も多くて｢5桝｣遼'つたO之等の卵が脚化して

羽化するまでの経過0)概要は,第Il化瑚飼育経過記録 『記嫁第ⅠⅠ表』の通わであるO之に依る
鞄

と,酢 ヒした23個の卵期間の竿頭は略ほ4日13時､酵化して畿宵を粂ふした幼嵐22匹の寄盆期

間の平均は雄 4日強､雌3即 時 ､皆繭期間明 ミ均は放 1日4晩 雌摘 8晩 成鼻尊命の平
貞

て､威鼻薄命の日数蛙､第Ⅰ､～Il化を通じて､髄が雌よ¢著 しく短かいことは注意すべき番

茸である｡

F
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-以上､昭和15年Ⅹ用 15日よむ､咽和 7年VIll月末日までの､足掛3年に亙っての､鍵髄飼育

成績で明らかな如く､凍都に於ける此種の獲生回数はⅠ年2回であって､各は勃蝕の状態で繭

中に越年し､翌春斬桶と成り､間もなく櫓化して､第1回の成魚はⅤⅠ1月下旬乃至VII1月上旬

に､第工Ⅰ回の戚紬 まⅤⅠⅠⅠ月下旬乃至XI月上旬に､現出することが確寛となったが､此懲戒蝕

をVII月下旬乃至 ⅩⅠ月上旬にかけて､屋内で度 搾々集用来得る事寛に依って鹿測すると､此

稜の塾生は可成¢不規則であることを竜野される｡

習 性

成 鹿

羽 化 と･交 尾
■○

羽化は麗夜の別なく見られ､羽化直後の戚童は約30分間前後､自己の繭の上に称止 したる後､

雄は飼育容群円を､何物かを捜し求むるが如き動作をしながら,頻¢‖二歩るきまはるO然るに

雌は容器内の天井又は側壁面に静止し､粒の如 く清澄に歩きまはらないO而して､其間に旅が

哩を蔑見するや,極めて迅速に交尾を行なふ｡交尾は憩夜の別なく行なはれるが､一般に暗断

を好む傾向を認められる､交尾の回数は1回だけでなく,同一雄雌の問で2回以上繰り返す事

寛のあることを数回観察したO交尾機敏時間に就きては､次の4例を知ることが出来た｡

｢キアシ71】ガタバチ｣の交尾終綬時間

(昭和16年調査)

以上｢4例｣の短慮機銃時間の平均は4分57秒現となるo

寄主盛の麻酔と脱毛

羽化直後の胎､並びに.交尾後の雌が､毛布の如き毛織物の間を,腫ひ歩るく状駿は､全く
1 ヽ
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敏捷其物であると育ってよいO覇して､雌蜂は寄主｢ヒメマルカツヲブシムシ｣勃盛に産卵する

瀞に､必らず寄主を麻酔せしめ､爪る後､産卵個),Trの毛を披き放る､其習性を知 らんがため､

第5齢の｢ヒメマルカツヲブ去,ムシ｣劫曲を5匹入れた飼育容舘｢肉地Jの中に､交尾を酒ませた

雌輝を 1匹放ちて､寄主に封する行動を観察した｡容捧円に放たれた雌蜂は､交尾蘭の由とな

しさとは重く撃って非常に活澱となり,容静内を頻 りに歩きまはわ､rヒメマルカツヲブシJl

シ｣勃鍬 こ肝倉ふや,幼盛を把題せんとして､寄主幼虫酷の色々な部分に開角を解れながら､

幼慮濃上を歩るきまはむ､幼塊の静陶管の連射二来るや､たきちに頭部叉は前胸管に噛み付き､

腹端を勃鹿牌の葡胸下側に曲仲､腺端で刺鮎を操しっ ､ゝ勃鹿前胸下側の中央に常る､前脚基

･節間の部分を刺すo刺された勃童は挽くこと響 らくして疫轡を起し､■腹回を上にひっくら返っ

て麻痺状態に陪入るo蜂は督らくの問前脚で開角を拭ったわなとしながら､其位置に止ま匂､

や あゝって癖輝状態を確かむるが如く､劫魚椎の彼方此方に購角を偶れながら､幼鹿潤上を歩

るきまはる,此行動は約30分間もの､長い間穏鴇することもあるが､叉､極めて短時間で止軌

他の幼魚へ新たに行動を開始することもあるO何づれにしても､幼盆が完全に麻輝状態に格入

ったことを､確かめたと思ほれるときは､攻で他の幼魚に取らかi旬.順次上述の如き方漢を

以て､盆部柿酢せしめた複､産卵個所の挽毛工作に取りか るゝのであるO脱毛は必ら香しも最

初に琳辞した劫轟から始あるとは限らないで､重く自由に開始され,僻は叉,幅酵せしめた幼

魚を､悉く脱毛するとも限らない､麻酔せしめたま 除ゝ毛しないで.其ま 放ゝってある場合も

随分あることは,飼育驚験中度 観々察した｡

而して,脱毛工作に就きての最初の行動は,もしも杯解した勃蝕がひつくlo返って居ない時

は､蜂自身に比較して極めて大なる幼魚の頭部叉は胸部､或は腹堀の部分を廟へて､多くは後

退 机こ射し正 ､容番内を引きまはるのが普通であるが,時には容界壁商に上った恒横行したり

することもあるQ 此行動は将所から容舘のま 明ゝ断へ引出しても中止しないO鬼が､断の棟に

勤勉を引きまはさないで､峰は勃歳を蜘へ脚で工作しながら､極めて短時間にひつく匂返して

しまふこLともある｡叉､勤勉がひつく()返って居ても､新の擬に引普まはすこともある､此は

{幼魚を明朝から暗所へ､引込まんとする､習性上の行動の規はれであるかとも考へられるが.

何れにしても･勃曲をひつくlj返してしまふや,挽毛に取りカ､㌔るのであるo挽毛する個所は

寄主勃鬼醒腹部腹囲の第1乃至第5頚部に亙りて､蜂は毛を 1本づ 口ゝで噺へて､恰かも釘牧

で引ぬくが如き動作をしながら軟 く､此工作を封筒朗なれば輩夜の別なく行なほれる｡

而して､毛は壊乱 劾轟憾腹部第 1頚飾の基部に常る､爾後脚基節間の梢 後々方より披き始
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凱 次第に勃親の腹瑞に向って､蜂は後退しながら､挽 く略榛掩矧状に抜き取る､勃鹿11越の

産卵個所に常る部分の毛を披き取り始めてよわ､披き終るまでに要する時間は､30分乃至50分

であるが､此行動の途中に於て､急に光線を常たわ､或は暗所より明断に容器を搬用した.Jj､

叉は､何等かの刺戟を‥興-たらするとき放.峰は英傑JZf櫛止状態になって､行動を中止する｡
)

幼魚の林野工作､並びに産卵個所の毛の放散や‖ま凡べて雌峰が行ない､触峰は重婚之に閲典し

ないことは,生態挙上興味を引く事鷺である｡

､以上は交尾後の雌蜂が勃轟を麻酔する行動に就き,記したのであるが､勃鹿髄節の行動は､

交尾後のものに限らず､交尾前の雌峰でも之を行なふ｡即ち.網化した雌蜂は交尾の前後に関＼

係なく､｢ヒメマルカツヲブシムシ｣幼虫を蔑見するや､之れを把握して､之を琳酔する､之が

観察驚験せし同一雌蜂に於ける一例は記録､r第Ⅰ工Ⅰ教｣に示した通わである｡

而して､交尾前後に放ける琳酔劾曲数を調査せんと欲して､賓晩に供 した交尾後の雌蜂に僻

辞された幼轟 110匹は記録｢第Ⅴ嚢｣に示した如く粂部紫死し､交尾前の雌峰に麻酔された女:ul敵

に就きては記録､第ⅠⅤ衣に示した如く､125匹の中､120匹は舞死し､5匹の生存鹿を見たる

が､健金糸に比校すると､其豪胆甚だしく､㌣叉､観客能力の態輝も困難と認められ､何れは凍死

に到るものと考察せらる 0ゝ)である｡而して､交尾後の雌蜂に麻酔された幼虚の生存期間の,

海嶺は5日､最長は31日19時､平均13日14時.交尾前の雌峰に癖解された勃鹿の生存期間の､

最短は4日､濃長は24日5時､平均12日2時､之に依って推測すると姉辞した幼魚は略撒 1週

間乃至4週間で錐死するものと考察せらる のゝであるO 新の如く簸魔術の雌蜂に麻酔された幼

魚の中に､僅かではあるが生存鹿を見たる.ことは､交尾後の雌蜂に癖解された幼虫が､悉 く発

死せる鹿 に比校して､興味を引く事茸ではあるが､掘辞した幼魚は殆んど全部に近い数が殖死

せることは､此種事由の防除封策上,･此蜂の生態的特殊行矧二対し､注意を要する虚である｡

産卵と1其方払

寄主 rヒメマルカツヲブシふシ｣幼虫慣産卵個所の､毛を披き擬()終った幌糠は､間もなく

幼顔矧 こ射して.正尿封の方向に頚部を向けr節ⅠⅠ周版4臥し蜂はそれ白身の腹蹄を,寄主幼 ､

盛観の後脚基節間より種 A後方に鑑き.略は腹雄に預ひ､寄主の機軸と平行して第 1卵を蕗下

し.舘く第 2卵は､第 1卵より少rしく後方で､第1卵の左右何づれかに産み付け､栗に第3卵

を同-1寄主に産む場合には､解2卵が第1卵の右側なるときは,節L3卵は第1卵の左側で,第

蛸Pよlo少しく後方に魔下し､葦頭相1;第1卵の左側なるときは､第掴 日時第1卵の右側で､第

1卵よID少しく後方に慮下するのが普通である｡欄は叉､第4卵を産む場合には第1卵の後IJに
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産下するo附して､既に記した如く､読下した卯の長榊は､必らす寄主の脚油と平行して居る
0)が普通であるが､rFTには多少斜鋸二位置して居る場合がある,けれども､此枚等主機の位寵

の環境による異常であると考察される｡而して､卵 1個の長軸帆 寄主医部理解の2乃至3瑞

節に亙って,環節線上巻交叉して居る｡ 1寄主鰭に産付する卵の数は､余が親祭せる鼎常多数

のものでは､少ないので1佃｡多いのは4個,之は甚だ輔で､翠に口例｣に過ぎなかったが､

4個の卵の申､2個は貯化して教育を垂ふし､魂り2伸ば肺化しないで錐死してしまったO而し
礼

て､大多数のもの時2乃至3個であるO御ま又､峰戚鼻の粛Ⅰ化期に於ける､ 1番義塾慣産卵

粒数は,通常1乃至2佃で､第IJ化期に於ける､ 1番重商醗産卵粒数は､ 2乃至 3個が澱も多

い｡此革質は､寄主簸糟の成長に件なふ,最酷の太さに蘭係するものと考察銅Lる｡

余が観察驚験せる凡べTの卵は､峰が産卵に際して､産卵管よ()敢初に硯はれた卵の-鼎は､

乏れが贈化に際して蜂幼魚の腹鞘に常lo､之と反封に後に硯ほれた他の一端は頭部に常って居

るo即ち､之を青い蟹へ和 ぎ､卵が産まれると音には､脱硝の方が先に外剰 こ硯はれ 頭部の

方が後に出ることである｡此事鷺は貯轟ヨ熟こ於ける卵胎生の場合と同株に､母鷹よ¢幼鼻が庶

出するとき､最初に外鼎に現はれるのは､動線の腹端で､東野部が後に出る轟資､即ち､蓮見で

あることは､叉､興味を引く事寛と考へる｡

碑 僅

半夜の別なく行な練れ､他の度盛難に見らる がゝ如く,幼虫が卵敷よlo腹糾するが如き就態ゝ

娃見られやして､産下された卵其健の位置で､鹿めて薄き卵殻蘭の一報 ｢勃轟の前的背に常る

過()｣が､幽かに開裂するのを認めると黄に､間もなく劫轟の頭部が硯はれ 薄き卵殻は開裂

の碗大に従って滑るが如 く,叉､恰かも白糖に吸放せらる がゝ如 き感を鼻しなが緋酎ヒするO礎r'r

って,少しく注意を紋くときは､此現象は見られずして,卵が其億劫盛に畢化したかの如く思

惟される｡frrJ-して､何れもが､寄主の幣軸に射して､複方に常る部分が､勝動線の軍部に常っ

て居ることは.産卵静性と対照して,興味を引く革質であるO
/

幼 盛 の 教 育

幼轟蛙醇化するや上移動することなく､英傑の軽蔑で､頭部を寄童腹部版面の遜節と環節と

の養鯉邸にあてがひ､口臭を寄主銀牌の腹部内へ差込むで養分を取入れ 研削ヒ常時の幼鹿に放

ては､各個健闘に､それぞれ間隔あやしものが､番育成長と共に､健脚ま胞大して､隣凝幼魚釣

と欄凍鱗するに到り､後に按各幼轟の間に､俵かの隙間も見るこrとが出額ないまでに成長する､



LliZ

此塵に到るや､峰幼轟は脱皮を行なふo除皮を経った動線は,今迄寄主歯槽と平行の位畳を保

って居たのが､攻掛二其腹鞘から持上仇 老熟間近くなるや､寄主動濃に封して殆えど45度の

角度を示す姿勢となり､全 く連立せるが如き観を最するに到る.此頃の峰動線を注意すると,

寄主鼓醍よむ革分を,取入れる飯に､峰動線醍円を淡黄色の脂肪闇が､歩･Fi机二流動 しつ あゝるの

を透見することが出来る｡此時が嘩劾鹿の成長しきった時で,間もなく輝勃鹿は寄主よlt)股離

し､寄主最醍0)側連に糸を吐き静菌を開始す旦O期の如く､幼魚時代に於ける､脱皮回数は､
1

余の観察せる鹿では, 1回であるL,而して､蜂勃曲の成長にともなひ､寄主親機は=衷第に縮小

して.嘩幼繭が寄主より脱離せんとする頃には､寄主翻 凱ま皮膚ばかりの乾物駅とならて集死

するに到匂､輝勃崩が挽離した寄主轟醗瞳部の寄生痕跡は､封闘犬の穴となって残存し､穴の

敗は､蜂幼魚の寄生数によって,鼎連があることは言ふまでもないo

輔 化

繭FPで前幅湖を経過し.更に1回除皮して晒化する､r此際-種の舵機を排渦する｡此舵機は

分泌襖間もなく､舵皮穀と共に､輔の凝塊の所に飴状の黒褐色塊となって凍存する､此塊状物

は繭外よ()1欄の暗色塊となって､透視L得らる 故ゝに､此種の糖化時期を知らんと欲せば､

此分泌物の透税を抹意することによって,略掻察知することが凹乗るo而して､此燕鞭物は､

余が親察せる ｢22例｣では､必らす繭の細い方の端にあって､太い方には見られないO此軍資

枚､繭の中にある､愉酷の位置を知ることが出来得るわけで,繭の太い方は桶の頭部に､紬 ､

方妊婦の腹部に償って居るのである.

槻 務 と結 論

｢キアシ71)ガタパテ｣の聾生回数は､京都に於ける調査研究の結果では､Ⅰ寧2回であっ

て､各は勃親の状態で繭03中や越年し､第Ⅰ回の威戯kVII月下旬頃､卿 咽 の戚塊はⅠX札ヒ
旬頃に､鹿も多く現出する.而して,雌蜂は,其間, rヒメマルカツヲゲシムシ｣の勃曲を狩

り､之を麻酔せしめて幼晶鰻の腹部腹掛こ産卵し､此卵から卵封ヒした峰幼魚は､英傑 /T､其位

選に於て､rヒメマルカツヲブシムシ｣幼魚の場外に寄生して､ 之を非す有益鹿である.が､此

輝の生態上､特に操意を要する義郎は,雌蜂の産卵習性である､即ち､雌降嫁､交尾の前後に

閲せせ.又,産卵行動の有無にか はゝら東.之れが穫物たる､rヒメマルがンヲブシふシ｣劫鼻

を蔑見するや､1=ゞちに之を托擾して､琳酵せしめ､琳辞 した蘭島は､其僅 々活動不能に格入

り､速には､籍死してし衷ふのである｡従って､寄生生活をする峰であG)ながら,輝幼主鞄によ
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って柴さるる､ ｢七 メマルカツヲブシムシJ勃塵の数よ()ち.雌輝の産卵習性による､麻酔の

た鋸こ､艶死に到るrヒメマルカツヲブシムシJ幼路の数が､造かに大であることは､本文に記

述せる調査記録表によって明らかである｡

此革質は,綻乗､恩赦生態挙上の興味のみに､重きを置かれて居た､傾向のある､狩猟時弊

の中にも､斯の如き,廠用風窺乳 ヒ､天敵利用に開し､利用慣値の極めて次なる､散開が春す
1 鞄

ることは､見逃がすことの出来ない革蟹であることを,此鹿に堆記して,-蝦の注意を喚起す

る所以であるO 'i,

従って､今後.羊毛敢選要害鼻たる､｢ヒメマルカシヲブシムシ｣幼鼻の､防除を計らんとす

るには､毛組物被服郊手入れの如き､-椴的防除は雷ふに及ぼ丸 防虫加工,並びに､低温防

除､等に関しても､それぞれ注意を怠らない.=とは勿論のことO更に.其上に､此峰の保護繁

殖と其利用に持むるなれば､必らやや､此硬膏顕の無楢を抑制することを縛､其成果を敬輝す

る上に於て､今一滑の､輯背なる防除数兼を現はすものと信ずるのであるO
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